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研究成果の概要（和文）：本研究は韓国語学習者のために電子教科書を開発し、韓国語学習環境の改善を目的とした。
申請者は、３年間の研究で以下の成果を得ている。（１）　電子教科書はスマートデバイスで運用できるので、ユビキ
タス性が高い。本研究では、スマートデバイスに基本搭載されている各種センサーを用いて、通信インフラと学習管理
サーバ不要の学習支援ツールを開発した。（２）　授業内で試験的に開発した電子教科書を使用後、申請者は様々な項
目について従来型との比較調査実験を行い、本研究の妥当性を明らかにした。（３）　申請者は、中級者用の手書き学
習を初め、実践的な学習項目を強化した電子教材も開発し、授業内での実践活用も行った。

研究成果の概要（英文）：In order to improve Korean learning environment, we have developed an electronic t
extbook for Korean learners. We are obtained the following results in the three-year study. (1) We have de
veloped electronic textbook using smart devices that are high ubiquitous. In addition, we have developed a
 learning support system without learning management server and network infrastructure by using a variety 
of sensors in a smart device. (2) After using the electronic textbook developed experimentally in the clas
sroom, we performed a comparison experiments with conventional learning on various items, and revealed the
 relevance of this study. (3) We were also developed an electronic learning material including handwriting
, listening and so on for intermediate learners. The electronic learning material was also practiced in th
e use of the classroom.
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１．研究開始当初の背景 
 近年、韓国語学習を希望する高校生が急増
し、平成 21 年度には、平成 5 年度に比べ約
10倍増え、420高校で韓国語科目が開設され
ている。同じ傾向が大学にも現われ、他の言
語に比べて韓国語科目開設大学の数（右の図
参照、文部科学省データにより）の急増ぶり
が著しい。韓国語科目開設校の急増に伴い生
じる専任教員や良質な教材の不足を補充す
るために、大学における e-ラーニングの導入
事例が多いが、前記問題が全面解決されたの
ではなく、次に示す諸問題がある。 
 
（1）e-ラーニングの特長所は、“いつでも、
どこでも、学習できる”ことであるが、実際
の活用では、教員不在の自習・復習の活用が
多いことから、時間経過に伴い学生の学習意
欲が低下し、学習から遠ざかる。つまり、現
実には“いつでも、どこでも学習放棄”に陥
ってしまう。 
 
（2）韓国語電子教材開発の歴史は他言語よ
り浅く、その内容も、対面授業をビデオ収録
したものに、選択肢を提示する形式の演習問
題を追加したものに過ぎない。これが前項で
述べた学習放棄の主要因と考えられる。更に、
他言語に比べて、電子教材の総数が不足して
いるし、また、中・上級レベルの電子教材は
更に少ない。 
 
（3）操作性に優れたユーザーインターフェ
ースを有するモバイル情報端末が急速に普
及しつつあるが、それを有効利用する電子教
材構成に対する検討は進んでいない。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、韓国語学習者のために、
電子教科書を開発し、韓国語学習環境の改善
することである。本研究と直接対比すべき e-
ラーニングは、対面授業のビデオ収録やボタ
ン操作の単純な問題を追加した程度であり、
学習意欲維持と高度な内容に到達するまで
の継続学習が困難である。そのため、従来型
の教材は主に初級程度の内容の自・復習に限
られている。なお、本研究は、直接的には韓
国語学習を題材にしてはいるが、新しい知識
とその運用技術とを学習者に伝える方法は
他領域にも汎用化可能なものである。 
具体的な研究項目は、①電子教科書に適し
た新指導・学習モデルの提案、②手書きによ
る初級電子教科書の開発と評価、③高度な内
容も学習できる中・上級電子教科書の開発と
評価、の３つである。 
 
３．研究の方法 
申請者は、これまで韓国語の学習環境改善
を試み、従来型 e-ラーニングではできなかっ
た手書きによる学習やモバイル用韓国語学
習支援システムなどの様々な韓国語電子教
材を開発し、その有効性を明らかにした。本

研究では、電子タブレットという新ＩＣＴ技
術をより早く韓国語学習に組み込んだ電子
教科書を開発し、その活用によりインタラク
ティブな学習ができる次世代韓国語の学習
環境を整備する。以下に具体的な研究の方法
を示す。 
 
（1）新しい指導・学習モデルの考案： 教
員と学生とが電子教科書を効率よくそれぞ
れ指導と学習に利用可能にするためには、電
子教科書に適した新しい指導・学習モデルを
確立する必要がある。具体的な手段および内
容は下記のとおりである。 
① 他教科の電子教科書の実践事例の収集
と分析を行う。 

② 以前試作した電子タブレットを基盤と
する韓国語電子教材を以下の③で見本
として活用する。 

③ 韓国語を受講する学生から、従来の学習
環境の問題点を調査し、開発優先順位の
項目として選別する。 

 
（2）初級者向け電子教科書の作製： 確立
した新指導・学習モデルを基に、初級者用電
子教材の開発を行う。電子教科書が動作する
端末機は、2010 年に本格的登場した電子タブ
レットを利用する。電子タブレットはペンや
指で操作できるので、手書き入力を取り入れ
た電子教科書の実行環境として最適である。
さらに、電子タブレットは通信機能やモバイ
ル性にも優れるので、教科展開に適している。 
 
（3）初級者向け電子教科書の評価： 作製
した初級者用電子教科書の評価は大きく2つ
の項目で行い、アンケート調査法を用いる。 
① 教育効果について電子教科書と従来教
材との比較を行い、得られた結果を分析
する。 

② 新電子教科書が従来の紙教科書と e-ラ
ーニングに比べて、どの程度の教育効果
があったかを様々な角度から調査・分析
し、その結果を中・上級者用電子教科書
に反映させる。 

 
（4）中・上級者向け電子教科書の作成と評
価： 韓国語を含む第 2外国語の場合、中・
上級用の電子教材はほとんど開発されてい
ない。中級者用の電子教科書は、①中級者の
学習レベルはハングル検定の準 2 級～3 級程
度であり、文章作文、会話などの実践的な学
習項目を強化する。上級者用電子教科書はハ
ングル検定１級と2級合格に向けての参考書
として作成を行う。中・上級者向け電子教科
書の評価は初級者用の評価方法と同様の項
目で行う。 
 
４．研究成果 
本研究は、韓国語学習者のために、電子教
科書を開発し、韓国語学習環境の改善を目的
とした。本研究と直接対比すべき従来の e-



ラーニングは、対面授業のビデオ収録やボタ
ン操作の単純な問題を追加した程度であり、
学習意欲維持と高度な内容に到達するまで
の継続学習が困難であった。これらの問題点
を打開するために、３年間の本研究で以下の
ような成果を得た。 
 
（1）電子教科書に適した新指導・学習モデ
ルの提案： 電子教科書はスマートデバイス
で運用できるので、ユビキタス性が高い。本
研究では、スマートデバイスに基本搭載され
ている Bluetooth と SQLite を用いて、通信
インフラと学習管理サーバ不要の学習支援
ツールを開発した。これにより、対面授業内
はもちろん、授業外の学修時にも同一端末を
用いて学習ができる、新たな学習モデルを提
案し、その有効性も実践活用により検証した。 
 
（2）手書きによる初級電子教科書の開発と
評価：試験的に、正規授業内で開発した電子
教科書を主教材として使用後、申請者は様々
な項目について従来型との比較調査実験を
行い、本研究の妥当性を明らかにし、その内
容を中級電子教科書に反映した。また、（1）
で提案した学習システムを用いて、音声や学
生の理解度も即時に把握できた。 
 
（3）中級電子教科書の開発：申請者は、中
級者用（ハングル検定３～４級程度）の手書
き学習はもちろん、作文、会話などの実践的
な学習項目を強化した電子教材を開発し、実
践活用も行った。しかし、上級者用（ハング
ル検定１級および 2 級））は高度な学習内容
と参考になる書籍も少なかったので、電子教
科書への適用は難しかった。これについては、
今後継続して研究を行う予定である。 
 
最後に、本研究は、直接的には韓国語学習
を題材にしてはいるが、新しい知識とその運
用技術とを学習者に伝える方法は他の学習
領域にも汎用化可能なものであると考えら
れる。 
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